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第8回 通常総会
2018年度収支決算書及び
2019年度収支予算書

3

山下練馬西税務署長挨拶 髙橋会長の挨拶

本
日
は
公
益
社
団
法
人
練
馬
西
法
人
会
第
八
回
通
常
総
会
に
こ
の
よ
う
に
大
勢
の
皆
様
方
に
、
ご
参
会
い

た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
変
ご
多
用
の
な
か
、
練
馬
西
税
務
署
署
長 

山
下
昭
博
様
そ
し
て
東
京
都
練
馬
都
税
事
務
所
所
長 

鈴
木

秀
章
様
を
始
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
方
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
重
ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
令
和
の
時
代
に
な
り
ま
し
て
一
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

令
和
の
初
年
度
と
し
て
、
ど
う
か
穏
や
か
な
そ
し
て
素
晴
ら
し
い
一
年
間
を
過
ご
し
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、
私
ど
も
の
社
会
あ
る
い
は
経
済
界
に
お
い
て
は
多
く
の
不
安
材
料
が
堆
積
し
油

断
を
許
さ
な
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
の
法
人
会
に
お
い
て
も
、
昨
年
度
の
退
会
者
数
の
約
四
割
が

廃
業
あ
る
い
は
休
業
と
い
う
こ
と
が
退
会
理
由
で
あ
り
ま
し
た
。
法
人
会
と
し
て
も
、
地
域
の
産
業
の
移
り
変

わ
り
で
あ
る
と
か
、
事
業
継
承
と
い
っ
た
問
題
を
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

昨
年
度
、
平
成
三
十
年
度
練
馬
西
法
人
会
の
各
種
事
業
は
、
事
業
計
画
に
則
り
お
お
む
ね
順
調
に
消
化
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に
、
広
報
委
員
会
に
よ
る「
情
報
誌
い
ず
み
」の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

な
い
、
各
方
面
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
青
年
部
会
が
税
理
士
会
と

協
力
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
租
税
教
室
に
関
し
て
は
、
練
馬
西
税
務
署
管
内
二
十
五
校
す
べ
て
に
お
い
て
租

税
教
室
を
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
成
果
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
も
税
務
当
局
の
ご
指
導
あ
る
い
は
会
員

の
皆
様
方
の
ご
協
力
の
賜
物
だ
と
改
め
て
、
こ
こ
で
感
謝
を
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
度
こ
の
席
で
、
私
は
三
つ
の
方
針
以
外
に
重
点
施
策
と
し
て
、
支
部
の
強
化
と
い
う
こ
と
を
あ
げ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
具
体
的
な
対
策
や
そ
れ
か
ら
効
果
の
確
認
が
で
き
て

い
な
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
の
事
業
計
画
あ
る
い
は
予
算
の
中
で
こ
の
活
動
に
充
分
な
予
算

を
投
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
各
支
部
会
員
の「
会
員
の
顔
の
見
え
る
」組
織
作
り
で
あ
っ
た
り
、
支
部
役
員
と
の

良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
に
予
算
を
活
用
し
て
、
支
部
の
強
化
に
繋
が
る
施
策
に
し
て
頂
き
た
い
。

ど
う
ぞ
各
支
部
の
皆
様
方
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
本
年
の
理
事
会
で
、
委
員
会
組

織
の
一
部
改
定
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
従
来
、
総
務
委
員
会
、
そ
し
て
組
織
委
員
会
と
い
う
二
つ
の
委
員
会

が
あ
り
ま
し
た
が
、こ
の
委
員
会
を
一
つ
に
統
合
い
た
し
ま
し
た
。
今
ま
で
各
七
つ
の
支
部
の
支
部
長
さ
ん
は

組
織
委
員
会
で
、
増
強
を
メ
イ
ン
に
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
総
務
組
織
委
員
会
と

い
う
中
で
練
馬
西
法
人
会
全
体
の
流
れ
を
見
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
れ
を
活
か
し
て
各
支
部
の
運
営
、

そ
し
て
増
強
に
も
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

法
人
会
は
今
、
転
換
期
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
法
人
会
員
と
し
て
自
覚
と
誇
り
を
持
ち
、こ

れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
為
に
本
日
の
第

八
回
通
常
総
会
は
、そ
の
登
竜
門
で
あ
る
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。こ
の
総
会
に
於
い
て
皆
様
方
に
慎
重
審
議
を

し
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
こ
の
練
馬
西
法
人
会
に
す
ば
ら
し
い
未
来
が
く
る
よ
う
皆
様
方
に
ご
協
力
を
頂
戴

し
た
い
と
い
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
こ
の
練
馬
西
法
人
会
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、
そ
し
て
本
日
お
越
し
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
方

の
ご
健
勝
、そ
し
て
ご
事
業
の
発
展
を
祈
念
し
て
会
長
と
し
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
八
回
通
常
総
会
会
長
挨
拶　
公
益
社
団
法
人 

練
馬
西
法
人
会 

会
長 

髙
橋 

利
充 

第 8 回 通常総会開催
　令和元年６月５日（水）練馬区立勤労福祉会館に於いて第８回通常総会が開催
され、山下練馬西税務署長他、多くの来賓及び会員のご出席を頂きました。
　総会は、初めに2018年度事業・収支決算報告及び監査報告の件について審
議され承認されました。続いて任期満了に伴い新理事・新監事の選出が可決され
ました。
　その後、2019年度の事業計画・収支予算について報告がありました。第二部と
して、感謝状・記念品の贈呈、ご来賓からのご祝辞を頂きました。総会終了後、直
ちに臨時理事会を開き、会長・副会長及び常任理事が決議により選任されました。
　懇談会では、前川練馬区長等のご祝辞を頂いた後、来賓と会員との和やかな
懇談の場となり、約160名の方々が参加されました。

通常総会にて受彰された皆様

2018年度　収支決算書

2019年度　収支予算書

自　2018年4月 1日
至　2019年3月31日 （単位 ： 円）

自　2019年4月 1日
至　2020年3月31日 （単位 ： 円）

事業活動収支の部

2.事業活動支出

経常増減の部

科　　目 予算額 決算額 差　額 摘　要

1. 事業活動収入

（１）基本財産運用益 0 0 0

（２）特定資産運用益 2,000 1,160 840 

（３）受取会費 20,647,200 19,908,800 738,400 

（４）事業収益 1,300,000 1,853,411 -553,411 

（５）受取補助金等 11,675,200 11,945,200 -270,000 

（６）受取負担金 5,475,500 3,709,485 1,766,015 

（７）受取寄付金 0 0 0 

（８）雑収益 333,000 578,456 -245,456 

経常収益計 39,432,900 37,996,512 1,436,388 

（１）税の知識の普及を目的とする事業 8,649,367 8,215,051 434,316 

（２）納税意識の高揚を目的とする事業 6,013,633 5,735,035 278,598 

（３）税制・税務に関する調査研究、提言目的事業 1,671,610 1,550,010 121,600 

（４）地域企業の健全な発展に資する事業 3,773,260 3,722,079 51,181 

（５）地域社会への貢献を目的とする事業 4,612,533 4,378,603 233,930 

（６）会員の福利厚生等に資する事業 1,560,632 1,487,382 73,250 

（７）会員の交流等に資する事業 8,399,665 8,308,452 91,213 

（８）管理費 4,745,200 5,386,476 -641,276 

事業活動支出計 39,425,900 38,783,088 642,812 

事業活動収支差額 7,000 -786,576 793,576 

経
常
収
益

科　　目 2019 年度予算 2018 年度予算 差　額 備　考

（１）特定資産運用益 1,500 2,000 -500 

（２）受取会費 21,744,000 20,647,200 1,096,800 

（３）事業収益 775,000 1,300,000 -525,000 

（４）受取補助金等 12,506,700 11,675,200 831,500 

（５）受取負担金 5,159,500 5,475,500 -316,000 

（６）雑収益 333,000 333,000 0 

経常収益計（Ａ） 40,519,700 39,432,900 1,086,800 

経
常
費
用

科　　目 2019 年度予算 2018 年度予算 差　額 備　考

（１）公益目的事業 21,346,160 22,525,070 -1,178,910 

（２）収益事業等 11,183,560 12,155,630 -972,070 
（３）管理費 7,983,120 4,745,200 3,237,920 

経常費用計（Ｂ） 40,512,840 39,425,900 1,086,940 
当期経常増減額（A）－（Ｂ） 6,860 7,000 -140 
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役員改選、東法連総会受彰者 役員改選

　

さ
る
六
月
五
日
開
催
の
総
会
で
役
員
の
改
選
が
あ

り
次
の
と
お
り
新
役
員
が
決
定
致
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）○
印
は
新
任

 

■
本
部
役
員

会　
　
　

長	
　

髙
橋　

利
充	

（
株
）ア
プ
ロ
ー
ズ

副　

会　

長	
　

荒
井　

秋
海	

（
株
）オ
オ
ツ
カ

　
　

〃	

　

丸
山　

晶
子	

（
医
）遼
山
会 

関
町
病
院

　
　

〃	

　

本
橋
章
一
郎	

モ
ト
セ
イ
ホ
ー
ム（
有
）

　
　

〃　
　

	

◯
大
森　

重
男	
大
政
木
材（
株
）

　

　

 

■
常
任
理
事

第 

一 

支 

部 

長	

○
岩
渕　

隆
裕	

河
北
運
輸（
株
）

第 

二 

支 

部 

長	

　

長
谷
川
隆
夫	

長
谷
川
運
送（
有
）

第 

三 

支 

部 

長	

○
礒
部
翔
太
郎	

（
有
）ア
ト
リ
エ
翔

第 

四 

支 

部 

長	

○
小
澤　

英
雄	

（
株
）小
澤
葬
祭

第 

五 

支 

部 

長	

○
瀧
島　
　

彰	

（
有
）タ
キ
シ
マ
工
業

第 

六 

支 

部 

長	

　

山
﨑　

史
郎
（
株
）Y
・
S
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

第 

七 

支 

部 

長	

　

吉
田
久
美
子	

（
株
）宝
建
工
務
店

総
務
組
織
委
員
長	

　

井
口　

博
一	

（
有
）い
ぐ
ち

青 

年 

部 

会 

長	

○
田
中　

則
雄	

（
株
）小
関
田
中
園

女 

性 

部 

会 

長	

○
本
橋
世
紀
子	

（
有
）サ
ン
ア
ー
バ
ン

源 

泉 

部 

会 

長	

　

浅
井
洋
一
郎	

（
株
）佃
屋

総
務
組
織
副
委
員
長	

　

坂
口
亀
一
郎	

（
株
）若
杉
工
務
店

公
益
副
委
員
長	

　

金
山　

仁
子
（
株
）太
平
建
設

広
報
副
委
員
長	

○
小
池　

道
子	

（
株
）イ
ナ
・
エ
ス
テ
ー
ト

厚
生
副
委
員
長	

　

小
松　

隆
浩	

小
松
電
気
工
事（
株
）

 

■
監
　
事

監　
　
　

事	

　

新
井　

友
和	

（
株
）ア
ラ
イ
建
物
管
理

　
　

〃	

○
森　
　

武
士	

森
成
建
設（
株
）

　
　

〃	

○
井
口　

昌
光	

井
口
運
送（
株
）

第
八
回 

通
常
総
会
新
人
事
決
ま
る

 

■
理
　
事

【
第
一
支
部
】

地　

区　

長	

　

高
橋　

匡
史	

昌
南
貿
易（
株
）

　
　

〃	

　

矢
花　

伸
之	

（
株
）ワ
イ
プ
ラ
ス

　
　

〃　
　

	

　

藤
島　

秀
憲	

藤
島
建
設（
株
）

【
第
二
支
部
】

地　

区　

長	

　

日
髙　
　

浩	

（
株
）日
高
設
備
工
業　

　
　

〃	

○
増
渕　

一
弘	

（
株
）現
代

　
　

〃	

　

本
橋　

研
一	

（
株
）プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
・
モ
ト
ハ
シ

　
　

〃	

○
長
濱　

秀
幸	

（
医
）莉
生
会
メ
ディ
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク

		


　
　
　

 

石
神
井
公
園

【
第
三
支
部
】

地　

区　

長	

　

町
田　
　

光	

（
株
）町
田
硝
子
店　
　

　
　

〃	

　

田
中　
　

進	

（
株
）田
中
造
園

【
第
四
支
部
】

地　

区　

長	

　

内
田　

明
仁	

（
有
）エ
ム・
エ
ス
・
ユ
ー

　
　

〃	

　

金
山　

友
也	

（
株
）太
平
建
設

　
　

〃	

　

髙
橋　

佳
子	

マ
ー
テ
ル
ハ
ウ
ス（
株
）

　
　

〃	

　

橋
本　

好
生	

（
有
）マ
リ
ブ

【
第
五
支
部
】

地　

区　

長	

　

鈴
木　

昌
一	

（
有
）ベ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ

　
　

〃	
　

平
野　

喜
芳	

（
有
）昭
代
ビ
ル

　
　

〃	
　

齊
藤　

信
一	

（
株
）宝
積

　
　

〃	

○
髙
橋　

正
敏	

（
有
）西
大
泉
髙
橋
由
工
務
店

【
第
六
支
部
】

地　

区　

長	

　

横
山　

龍
子	
（
株
）横
山
技
建

　
　

〃	

　

曽
我　

幸
弘	
（
株
）曽
我
工
業

　
　

〃	

　

佐
藤　

公
明	

（
株
）あ
わ
家
惣
兵
衛

【
第
七
支
部
】

地　

区　

長	

　

岩
澤　
　

薫	

（
有
）創
栄

　
　

〃	

　

柏
崎　
　

強	

（
株
）か
し
わ
ざ
き

幹　
　
　

事	

　

本
橋　

研
一	

（
株
）プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
・
モ
ト
ハ
シ

　
　

〃	

　

五
十
嵐
隆
之	

（
株
）石
泉
ビ
ル

　
　

〃	

　

関
口　
　

誠	

（
株
）セ
キ
グ
チ
プ
ラ
ネ
ッ
ト　

　
　

〃	

　

草
間　

恵
子	

（
株
）メ
グ
カ
ン
パ
ニ
ー　

　
　

〃	

　

上
村　

充
司
（
有
）上
む
ら
商
店

　
　

〃	

○
後
藤　

兵
庫	

（
株
）大
泉
学
園
ハ
ウ
ジ
ン
グ

　
　

〃	

○
荘　
　

紘
之	

大
庄
商
事（
株
）

　
　

〃	

○
中
田　

信
也
（
株
）か
ら
だ

　
　

〃	

○
加
藤　

秀
明
（
有
）Ｓ
Ｋ
ビ
ル

　
　

〃	

○
岩
﨑　

孝
治　

東
和
開
発（
株
）

　
　

〃	

○
秋
田　

丈
人
（
株
）オ
フ
ィ
ス
秋
田

会 

計 

監 

査	

　

小
澤　

伸
一	

（
株
）武
蔵
野
企
画

　
　

〃	

　

茅
吹
圭
一
郎	

（
有
）茅
吹
医
療
器
械
店

 

■
源 

泉 

部 

会

部　

会　

長	

　

浅
井
洋
一
郎	

（
株
）佃
屋

副 

部 

会 

長	

　

髙
橋　

佳
子	

マ
ー
テ
ル
ハ
ウ
ス（
株
）

　
　

〃	

　

井
口
由
美
子	

井
口
ポ
リ
エ
チ
レ
ン（
株
）

　
　

〃	

○
坂
口
亀
一
郎	

（
株
）若
杉
工
務
店　
　

　
　

〃	

○
小
松　

隆
浩	

小
松
電
気
工
事（
株
）

幹　
　
　

事	

　

櫻
井　

守
人	

（
有
）シ
ル
バ
ー
館

　
　

〃	

　

林　
　

隆
一	

（
株
）太
平
洋
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス

		


　
　
　

  

シ
ル
バ
ー
シ
テ
ィ
石
神
井
北
館

　
　

〃	

　

和
﨑　

健
治
（
株
）建
和

　
　

〃	

　

亀
井　

利
男	

日
章
テ
ッ
ク（
株
）

　
　

〃	

　

秋
田　

丈
人
（
株
）オ
フ
ィ
ス
秋
田

　
　

〃	

○
橋
本
奈
津
子	

オ
フィ
ス 

ワ
コ
ウ

【
副
委
員
長
】

公
益
事
業
委
員
会

副 

委 

員 

長	

　

髙
橋　

雄
二	

（
有
）ユ
ー
・
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

公
益
事
業
委
員
会

副 

委 

員 

長	

　

山
下　

嘉
正	

（
有
）東
京
ヤ
マ
ハ
ツ
商
事

広
報
委
員
会

副 

委 

員 

長	

　

小
澤　

伸
一	

（
株
）武
蔵
野
企
画

女 

性 

部 

会 

副 

部 

会 

長	

○
小
川
美
千
江	

（
有
）八
木
商
事

青 

年 

部 

会 　

副 

部 

会 

長	

○
北
川　
　

潤	

日
本
エ
ヌ
ティ
ア
ー
ル（
株
）

 

■
女 

性 

部 

会

部　

会　

長	

○
本
橋
世
紀
子	

（
有
）サ
ン
・
ア
ー
バ
ン

副 

部 

会 

長	

○
小
川
美
千
江	

（
有
）八
木
商
事

　
　

〃	

　

小
島　

玲
子	

（
有
）ロ
ー
レ
ラ
イ　

　
　

〃	

　

小
松　

律
子	

蕪
嶋
食
品

幹　
　
　

事	

　

岩
澤　
　

薫	

（
有
）創
栄

　
　

〃	

○
小
菅　

雅
子	

（
株
）み
や
び

　
　

〃	

○
曽
我
美
恵
子	

（
株
）曽
我
工
業

 

■
青 

年 

部 

会

部　

会　

長	

○
田
中　

則
雄	

（
株
）小
関
田
中
園

副 

部 

会 

長	

　

北
川　
　

潤	

日
本
エ
ヌ
テ
ィ
ア
ー
ル（
株
）

　
　

〃	

　

金
山　

友
也
（
株
）太
平
建
設

　
　

〃	

　

佐
藤　

洋
一	

（
有
）栄
泉

　
　

〃	

　

小
林　

輝
道	

ア
ル
フ
ァ
丸
嶋
不
動
産（
株
）

　
　

〃	

○
内
田　

達
雄	

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
く
れ
ー
べ
る

　
　

〃	

○
下
田　

守
広	

F
ス
リ
ー
S（
株
）

会 

計 

幹 

事	

　

田
中　

喜
芳	

田
中
空
調（
株
）

　
　

〃	

○
松
浦　

大
介
（
株
）H
I
G
H-

F
I
V
E

 

第
八
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、

　
理
事（
役
員
）を
退
任
さ
れ
た
皆
様

　　

永
年
練
馬
西
法
人
会
の
役
員
と
し
て
ご
活
躍
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
当
法
人
会
の
発
展
に
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
事
業
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。

副　

会　

長　

森　
　

武
士	

森
成
建
設（
株
）

　
　

〃　
　
　

井
口　

昌
光	

井
口
運
送（
株
）

監　
　
　

事　

本
橋　

義
雄　
（
有
）こ 

ぐ 

れ

　
　

〃　
　
　

加
藤　

勝
義	

（
株
）加
藤
勝
義
建
築
設
計
事
務
所

理　
　
　

事　

茅
吹
圭
一
郎	

（
有
）茅
吹
医
療
器
械
店

　
　

〃　
　
　

内
田　
　

勲	

光
栄
工
業（
株
）

　
　

〃　
　
　

榎
本　

精
一	

（
有
）エ
ノ
モ
ト

　
　

〃　
　
　

佐
藤　

洋
一	

（
有
）栄
泉

　
　

〃　
　
　

森
田　
　

緑	

（
有
）森
田
中
山
建
築
設
計
事
務
所

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎
二
〇
十
九
年
度

	

全
法
連
功
労
者
表
彰（
法
人
会
推
薦
）

	

副
会
長　

森　
　

武
士	

森
成
建
設（
株
）

	

副
会
長　

井
口　

昌
光	

井
口
運
送（
株
）

◎
二
〇
十
九
年
度

　

東
法
連
永
年
勤
続
役
職
員
功
労
者
表
彰（
法
人
会
推
薦
）

	

常
任
理
事　

坂
口 

亀
一
郎	 

（
株
）若
杉
工
務
店

	

常
任
理
事　

金
山　

仁
子	

（
株
）太
平
建
設

	

総
務
委
員　

笠
村　

和
子	

（
株
）泉
設
備

	

厚
生
共
益
委
員　

泉
田　

恒
夫	

（
有
）泉
田
鉄
工
所

	

広
報
委
員　

山
田 

カ
ネ
子	

（
株
）山
田
工
務
店

◎
二
〇
十
八
年
度

　

東
法
連
会
員
増
強
功
労
者
表
彰（
法
人
会
推
薦
）

 

二
〇
十
九
年 

通
常
総
会
で
の
受
彰
者

	

理　
　

事　

藤
島　

秀
憲		

藤
島
建
設（
株
）

	

理　
　

事　

瀧
島　
　

彰		
（
有
）タ
キ
シ
マ
工
業

	

副
地
区
長　

嶋
津　

泰
男		
（
有
）嶋
津
食
品
店

◎
二
〇
十
八
年
度 

練
馬
区
区
民
表
彰（
商
工
業
功
労
）

	

副
会
長　

井
口　

昌
光	

井
口
運
送（
株
）

	

理　
　

事　

横
山　

龍
子		

（
株
）横
山
技
建

◎
二
〇
十
八
年
度 

東
京
都
主
税
局
長
表
彰（
税
務
功
労
）

	

会　
　

長　

髙
橋　

利
充	

（
株
）ア
プ
ロ
ー
ズ

◎
二
〇
十
八
年
度 

東
京
都
練
馬
都
税
事
務
所
長
感
謝
状

　

表
彰（
税
務
功
労
）

	

副
地
区
長　

荒
木　

幸
夫	

京
北
産
業（
株
）

◎
二
〇
十
八
年
度 

練
馬
区
納
税
功
労
者
感
謝
状

　

表
彰（
税
務
功
労
）

	

支
部
相
談
役　

加
藤　

良
一	

（
株
）西
徳

	

副
地
区
長　

平
澤　

潤
一		

平
澤
建
設（
株
）

◎
二
〇
十
八
年
度 

練
馬
西
税
務
署
長

　

表
彰（
税
務
功
労
）

	

常
任
理
事　

金
山　

仁
子	

（
株
）太
平
建
設

◎
二
〇
十
八
年
度 

練
馬
西
税
務
署
感
謝
状

　

表
彰（
税
務
功
労
）

	

常
任
理
事　

長
谷
川 

隆
夫	

長
谷
川
運
輸（
有
）

	

常
任
理
事　

小
松　

隆
浩	

小
松
電
気
工
事（
株
）

	

常
任
理
事　

浅
井 

洋
一
郎	

（
株
）佃
屋

◎
二
〇
十
八
年
度 

法
人
会
会
長

　

会
員
増
強
功
労
表
彰（
支
部
推
薦
）

	

第
一
支
部　

理　
　

事　

矢
花　

伸
之 

（
株
）ワ
イ
プ
ラ
ス

	

第
一
支
部　

副
地
区
長　

森
本　

正
樹  

西
京
信
用
金
庫 

大
泉
支
店

	

第
二
支
部　

副
地
区
長　

大
野　

欣
三 

（
有
）壱
番
館
大
野
屋

	

第
四
支
部	

理　
　

事　

金
山　

友
也 

（
株
）太
平
建
設

	

第
四
支
部　

副
地
区
長　

大
形　

大
輔 

東
京
信
用
金
庫 

武
蔵
関
支
店

	

第
五
支
部　

理　
　

事　

鈴
木　

昌
一 

（
有
）ベ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ

	

第
五
支
部　

理　
　

事　

齊
藤　

信
一 

（
株
）宝
積

	

第
七
支
部　

理　
　

事　

柏
崎　
　

強 

（
株
）か
し
わ
ざ
き

三
部
会 

新
人
事



山元 逸郎
署長 

草野 良夫
総務課長

北條　誠
法人１上席 ( 審理 )

川野 禎裕
法人１統括官
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練
馬
西
税
務
署
長

　

 

山
元　

逸
郎

　

残
暑
の
候
、
公
益
社
団
法
人
練
馬
西
法
人
会

の
皆
様
方
に
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
七
月
の
人
事
異
動
で
東
京
国
税
局
徴
収

部
か
ら
参
り
ま
し
た
山
元
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前

任
の
山
下
署
長
同
様
ご
高
配
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

髙
橋
会
長
を
は
じ
め
役
員
並
び
に
会
員
の
皆

様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
の
円
滑
な
運

営
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る

ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
毎
年
多
数
の
応

募
が
さ
れ
る
「
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
や
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
税
金
○
×
ク
イ
ズ
」

を
実
施
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
昨
年
は
小
学
生
対

象
の
租
税
教
室
を
二
十
五
校
で
実
施
さ
れ
る
な

ど
、
正
し
い
税
知
識
の
普
及
等
に
大
き
く
貢
献

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な

活
動
は
、
納
税
意
識
の
向
上
を
図
る
上
で
非
常

に
重
要
な
も
の
と
考
え
て
お
り
、
貴
会
の
皆
様

の
こ
う
し
た
ご
尽
力
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

昨
今
の
経
済
社
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
は
め
ざ
ま
し
く
、
我
々
の
税
務

行
政
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
続
け

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
私
ど
も
税
務
署
は
、「
適
正
・

公
平
な
課
税
・
徴
収
の
実
現
」を
図
る
と
と
も
に
、

法
律
の
改
正
等
に
つ
い
て
は
、
広
報
や
相
談
に

十
分
応
じ
ら
れ
る
体
制
を
と
り
、
皆
様
の
ご
理

解
と
信
頼
を
得
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
本
年
十
月
に
は
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
と
と
も
に
軽
減
税
率
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
事
業
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

売
上
げ
や
仕
入
れ
を
税
率
ご
と
に
区
分
し
て
経

理
す
る
こ
と
や
、
複
数
税
率
に
対
応
し
た
請
求

書
等
の
交
付
・
保
存
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
を
円
滑
に
実
施

し
て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り
一
層
の
周
知
・
広

報
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
貴
会
と

の
連
携
・
協
調
が
よ
り
大
切
な
も
の
と
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
税
務
行
政
に
対
し
ま

し
て
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
公
益
社
団
法
人
練
馬
西
法

人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
方
並
び

に
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁
栄

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
◆
◆ 

着
任
の
ご
挨
拶 

◆
◆
◆

新幹部職員紹介

練馬西税務署（新旧）幹部職員名簿
令和元年7月10日発令

職　　名
新　任　者 前　任　者

氏　名 前　任　地 氏　名 転　出　先

署　　　長 山元　逸郎 局　徴収部 国税訟務官室
主任訟務官 山下　昭博 局　調査一部 調査開発課　課長

副　署　長 柄川　弘一 留　任 柄川　弘一 留　任

総 務 課 長 草野　良夫 足立 法人１　統括官 河村　真紀 藤沢 総務課　課長

総務課長補佐 武田　俊一 留　任 武田　俊一 留　任 　

法人1 統括官 川野　禎裕 局　総務部 人事二課
人事専門官 村上　一義 川崎南 法人１　統括官

法人 2 統括官 山本　昌司 留　任 山本　昌司 留　任

法人 3 統括官 佐々木　実 留　任 佐々木　実 留　任 　

法人1上席（審理） 北條　誠 局　調査一部 特官付　調査官 河合　孝幸 新宿 法人３　上席

法人1上席（源泉） 小野田 裕紀 留　任 小野田 裕紀 留　任

※賛は賛助会員です。

税
理
士
会
ニ
ュ
ー
ス

　

今
回
は
、
前
回
の
軽
減
税
率
制
度
の
対
象
品
目
に

続
き
、
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
の
十
月
よ
り
軽
減
税
率
が
導
入
さ
れ
た
場

合
、
二
〇
二
三
年
十
月
か
ら
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
の
導
入
が
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
今
年
十
月
よ
り
導

入
さ
れ
る
区
分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式
と
大
き
く

違
う
点
は
、
仕
入
税
額
控
除
の
要
件
で
す
。
適
格
請

求
書
等
保
存
方
式
に
な
り
ま
す
と
、
段
階
的
に
経
過

措
置（
後
述
）
が
施
さ
れ
ま
す
が
、
免
税
事
業
者
か
ら

の
仕
入
税
額
控
除
が
不
可
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
課
税
事
業
者
は
適
格
請
求
書
の
発
行
が
義

務
と
な
る
一
方
、
免
税
事
業
者
は
発
行
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

適
格
請
求
書
等
の
発
行
事
業
者
登
録
は
二
〇
二
一

年
十
月
よ
り
開
始
さ
れ
登
録
者
に
は
登
録
番
号
が
割

り
振
ら
れ
ま
す
。
こ
の
登
録
番
号
と
税
率
毎
の
消
費

税
額
及
び
適
用
税
率
の
記
載
が
区
分
記
載
請
求
書
等

の
記
載
内
容
に
加
え
て
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

前
述
の
経
過
措
置
に
つ
い
て
で
す
が
、
区
分
記
載

請
求
書
等
と
同
様
の
事
項
が
記
載
さ
れ
た
請
求
書
等

を
保
存
し
、
帳
簿
に
こ
の
経
過
措
置
の
規
定
の
適
用

を
受
け
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
一
定

の
期
間
は
仕
入
税
額
相
当
額
の
一
定
割
合
を
仕
入
税

額
と
し
て
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

二
〇
二
三
年
十
月
一
日
か
ら
二
〇
二
三
年
九
月

三
十
日
ま
で
仕
入
税
額
相
当
額
の
八
〇
％
の
仕
入
税

額
控
除

　

二
〇
二
六
年
十
月
一
日
か
ら
二
〇
二
九
年
九
月

三
十
日
ま
で
仕
入
税
額
相
当
額
の
五
〇
％
の
仕
入
税

額
控
除

　

三
号
に
わ
た
り
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い

て
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
非
常
に
複
雑
で
継
続
的
な

対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
皆

様
に
は
早
め
の
準
備
と
対
策
を

お
勧
め
致
し
ま
す
。

渡辺浩章 広報部長
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社長さんこんにちは 社長さんこんにちは

喜
ば
れ
る
こ
と
に
喜
び
を

　

当
支
店
は
巣
鴨
信
用
金
庫
二
十
番
目
の
支
店
と

し
て
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
二
日
に
オ
ー
プ
ン
致
し

ま
し
た
。
お
陰
様
で
来
年
四
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

当
金
庫
は
一
九
二
二
年（
大
正
十
一
年
）
に
相
互

扶
助
と
地
域
の
発
展
に
資
す
る
た
め
に
創
業
し
、

今
日
ま
で
合
併
す
る
こ

と
も
な
く
お
陰
様
で

九
十
七
年
目
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

変
化
の
激
し
い
環
境
の

中
で
金
融
業
務
の
多
様

化
が
進
み
、F

inT
ech

の
浸
透
や
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
、
さ
ま
ざ
ま

な
業
種
に
よ
る
金
融

サ
ー
ビ
ス
へ
の
参
入
な

ど
、
今
後
は
一
段
と
金
融
機
関
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
る
時
代
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

環
境
の
も
と
、
当
金
庫
は
地
域
金
融
機
関
と
し
て

の
社
会
的
使
命
を
し
っ
か
り
と
果
た
す
べ
く
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
従
来
か
ら
の

預
金
、
融
資
の
み
な
ら
ず
販
路
拡
大
や
事
業
継
承
、

創
業
の
応
援
や
補
助
金
の
ご
紹
介
等
、
地
域
の
お

客
様
の
経
営
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
要
望
に
お

応
え
し
、
き
め
細
や
か
な
対
応
で
、
皆
様
の
お
役

に
立
ち
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
当
金
庫
は
こ

れ
か
ら
も「
喜
ば
れ
る
こ
と
に
喜
び
を
」
を
モ
ッ

ト
ー
に「
取
引
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
だ
け
る
信
用
金
庫
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。
現
在
土
支
田
支
店
に
は
、
三
十
名
の
職

員
が
お
り
、
う
ち
営
業
担
当
者
は
九
名
で
す
。
何

か
お
困
り
ご
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お

声
を
お
掛
け
い
た
だ
け
れ
ば
、
営
業
担
当
者
が
ご

訪
問
し
お
話
し
を
伺
い
ま
す
。
引
き
続
き
当
金
庫

を
ご
愛
顧
い
た
だ
き
ま
す
様
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

地
域
に
貢
献
す
る
企
業
と
し
て

　

当
社
の
社
名
で
あ
る
三
祐
は
、
創
業
当
時『
三
』

名
で
会
社
を
立
ち
上
げ『
祐
』
と
い
う
言
葉
は
、

佐
賀
県
鹿
島

市
に
あ
る
神

社『
祐
徳
稲

荷
神
社
』（
衣

食
住
、
生
活

全
般
の
守
護

神
）
よ
り
、

一
文
字
を
拝

借
し
、
三
祐
電
工
と
し
て
創
業
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
創
業
時
の
人
数
よ
り
社
員
数
が
増

え
、
電
気
工
事
業
務
の
み
に
限
ら
ず
、
不
動
産
業

務
、
建
築
業
務
に
事
業
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

電
気
工
事
業
務
は
一
般
的
な
戸
建
の
配
線
工
事

や
工
場
に
設
置
す
る
高
圧
受
変
電
設
備
工
事
ま
で

請
け
負
っ
て
お
り
ま
す
。

　

不
動
産
業
務
で
は
、
賃
貸
管
理
や
不
動
産
売
買

を
主
と
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
不
動
産
業
に
関

し
ま
し
て
は
、
遠
方
に
所
有
し
て
い
る
物
件
や
難

題
の
あ
る
物
件
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ま
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
ま
せ
。
ま
た
、
当
社
で
は
煎
れ
た
て
の

コ
ー
ヒ
ー
を
サ
ー
ビ
ス
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
来
店
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　

令
和
元
年
で
あ
る
今
年
は
、
創
業
二
十
六
年
目

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
密
着
、

地
域
貢
献
に
努
め
、
お
客
様
の
豊
か
な
暮
ら
し
を

永
続
的
に
支
え
る
企
業
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
い
し
さ
を
届
け
る

　

二
〇
〇
一
年
六
月
に
桜
並
木
の
閑
静
な
住
宅
地
、

大
泉
学
園
町
五
丁
目
の
学
園
通
り
沿
い
に
、
洋
菓

子
専
門
店
を
開
店
し
地
域
の
お
客
様
に
支
え
ら
れ

て
、
気
が
付
け
ば
早
い
も
の
で
十
八
年
商
い
を
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
毎
日
厨
房
で
作
り
上
げ

る
新
鮮
な
ケ
ー
キ
や
焼
き
た
て
の
パ
ン
や
焼
菓
子
、

一
粒
一
粒
丁
寧
に
作
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓
子
や
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
ギ
フ
ト
を
製
造
し
販
売
し
て

お
り
ま
す
。「
皆
様
が
笑
顔
に
な
る
よ
う
な
日
々
の

幸
せ
に
寄
り
そ
う
ケ
ー
キ
を
届
け
た
い
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
食
材
に
は
妥
協
せ
ず
、
良
質
な
材
料
を

使
い
手
間
を
お
し
ま
ず
、
目
に
見
え
な
い
所
ま
で

手
を
抜
か
ず
心
を
込
め
て
ケ
ー
キ
を
作
り
、
お
客

様
へ
想
い
の
伝
わ
る
接
客
を
心
掛
け
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
一
丸
と
な
っ
て
美
味
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
七
月
に
は
、
練
馬
区
内
で
三
つ
の
大
学
を

持
つ
町
、
江
古
田
に
支
店
を
開
店
す
る
事
が
出
来

て
、
お
菓
子
屋
ら
し
い
手
作
り
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
や
、
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
で
飲
み
物
と
一
緒
に

ケ
ー
キ
を
食
べ
て
頂
け

る
よ
う
に
な
り
、
江
古

田
で
し
か
食
べ
ら
れ
な

い
パ
フ
ェ
や
ク
ー
ル
デ

ザ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
て

皆
様
に
喜
ん
で
頂
け
る

よ
う
、
日
々
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
是
非

当
店
で
の
甘
い
時
間
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

て
建
物
を
建
て
ら
れ
る
お
客
様
、
購
入
し
た
建
物

の
リ
フ
ォ
ー
ム
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
る
お
客

様
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

相
続
し
た
不
動
産
の
ご
相
談
の
場
合
に
は
、
建
築

と
不
動
産
の
両
面
で
ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

新
倉
建
設
株
式
会
社
は
、
皆
様
の
安
心
と
安
全
、

創
意
工
夫
あ
る
快
適
な
住
ま
い
を
届
け
て
ま
い
り

ま
す
。
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
社
員
一
人
一

人
の
個
性
を
尊
重
し
、
地
域
・
社
会
に
貢
献
す
る
企

業
と
い
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
ま
い
の
こ
と
、
お
持
ち
の
不
動
産
の
こ
と
、
い

つ
で
も
ご
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

安
心
・
快
適
な
住
ま
い
を
お
届
け
し
ま
す

　

昭
和
三
十
七
年
、
練
馬
区
貫
井
で
父
が
創
業
い

た
し
ま
し
た
。
公
共
工
事
を
手
掛
け
て
い
た
時
期

も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
四
年
に
現
在
の

南
大
泉
に
移
転
後
は
、
住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー

ム
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
営
業
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
年
二
回
、
お
客
様
へ
の
感
謝
と
新
し
い

商
品
を
実
際
に
触
れ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
各

メ
ー
カ
ー
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
お
借
り
し
て
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
の
高
齢
社
会
白
書
に
よ

れ
ば
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
事
故
の

七
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
住
宅
内
で
起
き
て
い
ま
す
。

段
差
を
解
消
・
手
す
り
を
設
置
す
る
こ
と
で
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
す
る
工
事
を
し
て
お
り
ま
す
。
介
護

保
険
住
宅
改
修
と
共
に
、
助
成
金
を
使
っ
た
住
宅

耐
震
改
修
工

事
も
力
を
入

れ
て
お
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、

平
成
二
十
六

年
一
月
か
ら

不
動
産
業
を

開
始
し
、
土

地
を
購
入
し

笑顔になれるケーキを届けたい

快適な暮らしをお届けします

豊かな暮らしを支えます

巣
鴨
信
用
金
庫 
土
支
田
支
店
　

支
店
長

内
田 

史
郎

土支田 4-7-7
電話 03-3923-3111

第 7 支部

新
倉
建
設 

株
式
会
社代

表
取
締
役  

新
倉 

良
之

南大泉 5-18-17 
泉ビル１階
電話 03-5935-7601

第 1 支部

パ
テ
ィ
ス
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ツ

代
表山本 

光
二

大泉学園町 5-8-20
電話 03-5933-1233

第 1 支部

株
式
会
社 
三
祐
電
工代

表
取
締
役  

合
屋 
修
己

大泉町 2-54-1
電話 03-3921-1082

第 7 支部

地域のお客様に喜んで頂けるきめ細やかな対応を
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税の漫画講座
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支部・部会・委員会活動報告 支部・部会・委員会活動報告

支部・部会・委員会
活動報告

2019.5.14 〜 2019.7.25　

2支部 意見交換会
日時  令和元年5月14日（火）
場所  チャイニーズダイニングロンファン
人数  15名

わんぱく相撲
日時　令和元年5月19日（日）
場所　練馬区立光が丘体育館
人数　青年部会8名

青年部会の参加者

1・2・5支部 合同研修会
日時　令和元年7月5日（金）
場所　石神井公園区民交流センター
人数　142名

講師のメディケアクリニック石神井公園
長濱様

担当副会長の皆さん

4支部 税務研修会
日時  令和元年7月3日（水）
場所  東京信用金庫 武蔵関支店3階会議室
人数  47名

小澤支部長の挨拶河合上席調査官の講演

青年部会 野外研修会
日時　令和元年7月7日（日）
場所　群馬県　川場フィッシングプラザ
人数　35名

参加者の皆さん魚釣り風景

照姫まつり

日時　令和元年5月19日（日）
場所　石神井公園
人数　お手伝い32名

練馬西税務署長他幹部のみなさんと練馬西法人会ブース

2支部  青少年育成野球大会

日時  令和元年7月14日（日）
場所  上石神井北小学校体育館

少年野球大会 開会式

源泉部会 野外研修会

太田胃散の工場前で牛久大仏前集合写真

日時　令和元年5月29日（水）
場所　牛久方面
人数　23名

源泉部会 開講式

浅井源泉部会長の挨拶柄川副署長の挨拶

日時　令和元年6月14日（金）
場所　練馬西税務署2階会議室
人数　17名

3支部 ラウンドテーブル

キャッシュレス販売のメリット ･ デメリットの説明をプロジェクターで説明

日時　令和元年7月25日（木）
場所　上石神井南地域集会所3階
人数　12名

拡大厚生連絡協議会

会場の様子

髙橋会長挨拶

日時　令和元年7月11日（木）
場所　勤労福祉会館
人数　48名

簿記研修会 閉講式

簿記終了証授与

日時　令和元年5月25日（土）
場所　練馬西法人会事務局
人数　19名

公益事業委員会
駅前清掃

駅前清掃に参加した
106 名の皆さん

日時　令和元年6月8日（土）
場所　大泉学園・武蔵関・
　　　石神井公園・上石神井の4駅前
人数　4駅合計106名

3支部 税務研修会

講師のブル中野さん

今川国税調査官

研修会風景

日時　令和元年5月28日（火）
場所　きらぼし銀行上石神井北支店
人数　44名
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編
集
後
記
　

　

今
年
の
梅
雨
は
長
く
日
照
不
足
が
続
き
、
明
け
て
か
ら

は
、
厳
し
い
暑
さ
で
熱
中
症
が
続
出
と
な
り
ま
し
た
。
会
員

の
皆
様
に
は
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
な
ど
体
調
に
気
を
つ

け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

法
人
会
は
役
員
改
正
が
あ
り
、
新
し
い
仲
間
を
迎
え
て
、

各
支
部
、
委
員
会
、
部
会
も
活
気
づ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
広
報
委
員
会
も
新
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

情
報
誌「
い
ず
み
」と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
二
本
柱
で
、
皆
様

に
分
か
り
や
す
く
情
報
を
お
伝
え
え
す
る
と
共
に
、
情
報
誌

が
出
会
い
の
場
に
も
な
る
よ
う
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
支
援
ご
協
力
の
程
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

広
報
委
員
会
委
員
長　

丸
山 

晶
子

◆◆◆   行事案内  ◆◆◆

◎
駅
前
清
掃

開
催
日	

令
和
元
年
九
月
十
四
日（
土
）

場　

所	

大
泉
学
園
駅
南
口

	

石
神
井
公
園
駅
北
口

	

上
石
神
井
駅
北
口

	

武
蔵
関
駅
南
口 

時　

間	

午
前
八
時
か
ら
午
前
九
時                            

※
雨
天
の
場
合
九
月
二
十
一
日（
土
）で
す
。

◎
献
血
大
会
の
ご
案
内

開
催
日	

令
和
元
年
十
一
月
十
一
日（
月
）

場　

所	

練
馬
西
税
務
署　

駐
車
場 

時　

間	

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

　

献
血
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

　「
花
の
小
鉢
」と

　「
け
ん
け
つ
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
」プ
レ
ゼ
ン
ト

※
同
時
に
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
も

　

実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
地
域
交
流
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　

開
催
の
ご
案
内

開
催
日	

令
和
元
年
十
月
十
一
日（
金
）

場　

所	

美
里
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

※
な
お
、詳
細
は
同
封
の 

　
「
案
内
・
申
込
書
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

みなさま！
冬場の血液確保にご協力を！！

血液型はもちろん、血液中の肝臓・腎臓・
コレステロール他、400mlにご協力頂けま
した方には赤血球・白血球・血小板数など、
血液構造の検査結果も後日10日前後でご
自宅に親展でお送りします。
※献血基準は16歳〜 69歳までの方
※献血前には、医師、看護婦による血圧、問診、
血液比重の測定により、献血頂けるかお調べし
ます。
健康な皆様のご協力をお願いします。

練馬西税務署からのお知らせ

　消費税の軽減税率制度は、令和元年10月１日から、消費税率10％への引上
げと同時に実施されます。
　軽減税率制度は、全ての事業者に関係があります。特に、飲食料品を取り扱う
（販売する）事業者の方は、税率ごとの商品管理やレジ・受発注システムの整備
などの事前準備が必要となります。

練馬西税務署では、事業者の方を対象として、消費税の軽減
税率制度の説明会を開催します。
多くの事業者の方に関係のある制度ですので、ぜひ説明会に
お越しください。

 【お問合せ先】
　練馬西税務署　法人課税第１部門　電話03－3867－9711　内線：413
　税務署にご連絡いただく際は、税務署の電話番号におかけいただいた後、
　自動音声案内に従って「２」を選択してください。

開催日時・場所
令和元年 9月 6日
令和元年 9月 13日 
令和元年 9月 20日 
令和元年 10月 4日 
令和元年 10月 18日 

10時00分～11時00分
14時00分～15時00分

練馬西税務署 ２階大会議室（練馬区東大泉7丁目31番35号）

（注）混雑の状況等により、受講いただけない場合がありますので予めご了承ください。
　　駐車できる台数に限りがございますので、お車での来場はご遠慮ください。
　　なお、軽減税率説明会は11月以降も開催いたします。開催予定につきましては、
　　国税庁ホームページをご確認ください。（https://www.nta.go.jp）

消費税軽減税率制度等説明会のご案内

(金)
(金)
(金)
(金)
(金)

■新設法人説明会
2019年11月28日（木）
時間：午後 1 時 30 分～午後 4 時
場所：（公社）練馬西法人会事務局

2019年・2020年 決算法人説明会及び新設法人説明会
■決算法人説明会
2019年  9月24日（火）
2019年10月23日（水）
2019年11月27日（水）
2020年  1月14日（火）
時間：午後 1時 30 分～午後 4 時
会場：練馬西税務署 2 階大会議室

※詳細は、後日案内させていただきます。
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故事名言、東京商工会議所
表紙の人

●
表
紙
の
人

 

　
株
式
会
社 

タ
ケ
ダ
サ
ー
ビ
ス	

立
川 

雅
恵
さ
ん

練
馬
区
石
神
井
町
7
〜
1
〜
10

Q
毎
日
の
仕
事
の
中
で
の
手
ご
た
え
、
喜
び
を
感
じ
る

瞬
間
に
つ
い
て
。

A
お
客
様
か
ら
『
こ
の
物
件
に
決
め
て
よ
か
っ
た
』
と

か
『
対
応
が
ス
ム
ー
ズ
で
安
心
で
き
た
』
等
の
お
声
を

い
た
だ
け
た
と
き
は
と
て
も
嬉
し
く
、
や
り
が
い
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
密
着
で
仕
事
を
し
て
い

る
中
で
、
ご
入
居
者
、
お
客
様
か
ら
の
ご
紹
介
を
い
た

だ
く
こ
と
も
多
い
で
す
。
そ
ん
な
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
に
喜
び
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

Q
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
き
た

か
、
ま
た
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
。

A
住
居
は
生
活
の
拠
点
と
な
る
、
重
要
な
部
分
で
す
。

ま
ず
は
、
お
客
様
の
お
話
を
し
っ
か
り
と
お
聞
き
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
で
き
る
限
り

の
ご
要
望
に
そ
っ
た
物
件
を
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

お
客
様
が
快
適
に
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
こ
の
職
種
な
ら
で
は
の
醍
醐
味
な
ど

A
ご
来
店
さ
れ
る
方
は
、
職
業
や
年
齢
、
家
族
構
成
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
接
客
を
通
し
て
多
く
の
お
客
様
と
会

話
す
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
へ
の
学
び
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
物
件
の
ご
案
内
の
な
か
で
新
た
な
発

見
、
情
報
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
も
魅
力
で
す
。

Q
仕
事
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
の
趣
味
、
息
抜
き

A
最
近
楽
し
い
の
は
料
理
で
す
。
普
段
は
あ
ま
り
時

間
が
な
い
の
で
、
休
日
に
レ
シ
ピ
を
読
み
な
が
ら
い
ろ

い
ろ
な
つ
く
り
お
き
お
か
ず
を

作
っ
て
い
ま
す
。
料
理
し
た
も

の
を
お
酒
と
一
緒
に
ゆ
っ
く
り

味
わ
う
の
が
息
抜
き
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
笑
）

　

糟
糠
と
は
糟か
す

と
糠ぬ
か

の
こ
と
で
ひ
ど
く
粗
末
な
食
べ
物
の
こ
と
。

そ
の
よ
う
な
物
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
ほ
ど
貧
し
い
と
き
か
ら
と
も

に
苦
労
し
て
き
た
妻
と
い
う
こ
と
。

　

貧
し
く
身
分
低
か
っ
た
時
か
ら
苦
労
を
共
に
し
て
き
た
妻
は
、

夫
が
出
世
し
て
富
み
栄
え
た
後
も
家
か
ら
追
い
出
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
と
い
う
こ
と
。
堂
は
客
室
、
表
座
敷
で
、「
堂
よ
り
下
さ
ず
」

は
大
切
に
す
る
こ
と
を
い
う
。
後
漢
書
に
よ
る
と
、
後
漢
の
光こ
う
ぶ武
帝

の
姉
で
未
亡
人
で
あ
っ
た
湖こ
よ
う
こ
う
し
ゅ

陽
公
主
は
、
帝
の
群
臣
中
で
風
采
、
人

柄
一ひ
と
き
わ際
優
れ
て
い
る
宋そ
う
こ
う弘
の
妻
に
な
り
た
い
と
望
ん
だ
。
そ
こ
で

帝
は
姉
を
隣
室
に
呼
ん
で
お
い
て
、
宋
弘
を
召
し
だ
し「
人
は
身
分

が
高
く
な
ら
ば
交
際
の
相
手
を
か
え
、
金
持
ち
に
な
れ
ば
妻
を
取

り
替
え
る
の
が
普
通
だ
が
、
ど
う
思
っ
て
い
る
か
」
と
尋
ね
、
そ
れ

と
な
く
姉
の
こ
と
を
匂
わ
せ
た
。
す
る
と
宋
弘
は「
わ
た
し
は
貧
賤

の
交
り
は
忘
る
べ
か
ら
ず
、
糟
糠
の
妻
は
堂
よ
り
下
さ
ず
が
本
当

だ
と
思
い
ま
す（
自
分
は
裕
福
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
貧
し
い
と

き
の
友
人
を
忘
れ
た
り
、
苦
労
を
共
に
し
た
妻
を
追
い
出
す
よ
う

な
こ
と
は
し
て
は
い
け
な
い
の
意
）
」
と
答
え
た
。
宋
弘
が
退
出
し

た
あ
と
帝
は
姉
の
方
を
振
向
い
て「
こ
れ
で
は
と
て
も
見
込
み
が
な

い
」
と
い
っ
た
。
い
ま
と
は
国
も
時
代
も
違
う
と
は
い
え
、
そ
れ
に

し
て
も
あ
っ
ぱ
れ
な
宋
弘
で
は
あ
る
。

　

後
漢
王
朝
の
初
代
皇
帝
は
光
武
帝
で
二
十
五
年
八
月
か
ら

五
十
七
年
三
月
ま
で
即
位
し
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
前
の
話
と
は
い
え「
変
わ
ら
ず
大
事
に
し
た
い
」
こ

と
で
あ
る
。
今
で
は
、
退
職
金
を
貰
っ
た
ら
、
年
金
と
合
わ
せ
て
離

婚
し
て「
財
産
分
与
」
と
い
う
話
が
聞
こ
え
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

仕
事
と
称
し
て「
や
り
た
い
こ
と
」
を
や
っ
て
い
た
男
た
ち
、
国
の

「
働
き
方
改
革
」に
よ
り
女
性
の
働
く
場
所
は
多
く
な
っ
て
き
た
が
、

退
職
す
る
と
そ
の
職
場
は
限
ら
れ「
プ
ラ
イ
ド
」
を
捨
て
ら
れ
ず
、

「
孤
独
」を
味
わ
う
人
生
と
な
っ
て
き
た
。

　
「
大
事
に
し
た
い
」
と
思
っ
た
時
に
は
、
妻
が
い
な
い
。「
糟
糠
の

妻
」
と
思
っ
た
妻
は「
別
の
こ
と
」
を
考
え
て
い
た
。
海
外
旅
行
に
行

き
た
い
と
言
え
ば
、「
気
を
付
け
て
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
気
持

ち
よ
く
送
り
出
し
た
い
。

【
糟そ

う
こ
う糠
の
妻
は
堂
よ
り
下
さ
ず
】「
後
漢
書
よ
り
」

故
事
名
言

（2019年8月1日現在）

法律相談 毎月第1金曜日 午後1時〜4時（30分単位）　　　　　　　　　　　  相談員：弁護士

税務相談 1月〜3月 毎週火曜日/4月〜12月 毎月第2火曜日 午後1時〜4時（30分単位） 相談員：税理士
●問い合わせ先 東京商工会議所練馬支部 練馬区練馬1-17-1 Coconeri 4階 区民・産業プラザ内  電話 3994-6521 FAX 3994-6589

※担保・保証人不要（保証協会の保証も不要）
※他に練馬区の利子補給 40％
※利用できる方：従業員 20 名以下
　（商業・サービス業 5 名以下）
※1 年以上事業を行っている方
※飲食業の設備資金も利用可能

◇本融資は商工会議所の推薦で日本政策金融公庫より事業資金として
　貸し出しされますが、審査の結果、ご希望に添えないことがあります。
　（会員・非会員の方、問わず利用できます）

マル経融資のご案内  〜小規模事業者経営改善資金〜

融資限度額  2,000万円 利率 1.21％
返 済 期 間  運転資金  7年以内
　　　　 　 設備資金10年以内

相談
無料


